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『こころの健康出前講座』講師ガイドの作成にあたって 

 

 日本精神科看護協会では、精神的健康について援助を必要としている人々を対象として

こころの健康支援を行っています。活動理念は「こころの健康を通して、だれもが安心して

暮らせる、社会をつくります」です。こころの健康出前講座は、多くの方々に「こころの健

康」について正しく理解していただきたいとの思いから生まれました。地域住民や企業の社

員、障がい者や高齢者が利用する施設の職員などすべての人を対象に、精神科領域で臨床経

験のある看護師や准看護師を講師として派遣するのが『こころの健康出前講座』の活動です

（平成 21 年より実施）。 

 この『こころの健康出前講座 講師ガイド』は、この事業に講師としてご協力いただく方

に向けて、事業の概要や実施の流れなどを解説したものです。本ガイドを活用して、一人で

も多くの精神科看護者の方に体験を通して社会貢献をしていただけることを願っておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

2020 年 6月 1 日 

一般社団法人日本精神科看護協会 

こころの健康出前講座 業務執行理事 西岡 由江 
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《事業の概要》 

 目   的 

(1) 地域住民のこころの健康に対する理解を深め、個人やその周囲の人のこころの健康の

維持増進を図ります。 

(2) 精神疾患の正しい知識やかかわり方を知ることで、精神障がい者に対する偏見を解消

します。 

 

 対 象 者 

主として、地域住民を対象とします。 

医療従事者のみを対象とする場合は、この事業の対象にはなりません。 

(1) 市民（精神障がい者や家族、民生委員、町内会など） 

(2) 一般企業職員（会社員、管理職など） 

(3) 学校関係（生徒、親、教員、ＰＴＡ、教育委員会など） 

(4) 官公庁・地方自治体の職員 

(5) 福祉施設（利用者、家族、事務職員など） 

 

 内   容 

対象者からの依頼に応じて、当協会のこころの健康出前講座の講師として登録している

講師が出向き、相談・助言を兼ねた講座を実施します。 

 

 方   法 

支部から依頼があります。後日、講師自ら申込者に連絡をして詳細事項を確認して準備・

実施します。 

 

 講師の役割 

(1) 精神科領域での臨床経験のある看護師・准看護師が、要請のあった場所に出向いて 

講義や演習を行ない、精神疾患や精神科看護に関する知識や技術を提供します。 

(2) 精神的健康について不安や問題を抱えている人たちに対し、相談・助言を行ないます。 

 

 費用・謝金 

(1) 謝金：支部が、3,000 円（源泉徴収後の支払い額）をお支払いします。 

(2) 交通費：申込者が、往復の交通費実費を負担します。 

(3) 印刷費：配布資料の印刷は、申込者へ依頼してください。＊印刷費用は申込者負担。 
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《講師として登録されるまでの流れ》 

 

《講師要件：出前講座の講師としてご登録いただける方》 

(1) 精神科看護の経験が 5 年以上の看護師、准看護師 

(2) 所属の施設管理者の承認がある方 

 

 

《講師登録：出前講座の講師登録の方法》 

(1) こころの健康出前講座講師情報登録用紙(様式4-1)と講師プロフィール（様式4-2）

に必要事項を記入してください。 

(2) 様式 4-1 に、所属する施設長の署名・捺印を得て、様式 4-2 を同封し、支部事務

局（所属している都道府県支部）に郵送してください。 

(3) 審査結果は、教育認定委員会承認後に日精看事務局から郵送します。 

(4) 講師の登録が承認された場合は、協会ホームページに講師一覧が掲載されます。  

また、ご提出いただいた様式 4-2 は協会と支部が管理し、記載内容を参考にして 

講師を依頼します。 

 

 

 

 

 

 

 

-2- 

 
 



 

 

 

支部から依頼があったら 

 依頼内容（日程、テーマ、対象等）を確認してください。 

 上司に相談が必要な場合は、その旨を支部に伝えて支部へ後日お返事くだい。 

                     ※必ず支部へお返事をお願いします。 

派遣されることが決まったら 

① 下記４点が、支部から届きます。 

・派遣依頼文書 

・様式 5（講師謝金精算書・振込口座申請用） 

・様式 6（実施報告書は講座終了後に使用します） 

・様式 1（申込書は依頼者記入済みのものです） 

② 様式 1の担当者の方に電話をして、下記の内容を確認してください。 

・希望があったテーマや対象者（年齢層など）の詳細を確認してください。 

・会場の広さや講演形式、機材を使用についての確認してください。 

・当日の配布資料等のデータ提出期限を確認してください。 

※数日中には依頼者に連絡をお願いします。 

③ 希望テーマや依頼内容にあわせた資料を準備してください。 

④ 提出期限までに、資料のデータ等を準備して提出してください。 

・印刷・会場の準備は、申込者側が行います。 

⑤ 開催前日までには再度連絡をして、当日の時間と場所等を最終確認してください。 

 

こころの健康出前講座を終えたら 

① 様式 5（講師謝金精算書・振込口座申請用）を記入して支部へ郵送してください。 

② 様式 6（実施報告書）を記入して、支部へ郵送してください。 

 

その後 

ご請求いただいた謝金（3,000 円）が支部から振り込まれますので、ご確認ください。 

交通費につきましては、申込者より直接支払われますので、当日ご確認ください。 

 ＊ご請求いただいてから振込み完了までに、2～3 ヶ月かかることがあります。 
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《様式や資料のダウンロード》 

(1) 協会ホームページからダウンロードできます。 

(2) 各種様式は、Word または Excel で利用することができます。また資料に関しては、

PPT で作成されています。活用される場合は、ダウンロードして企画にあったパワー

ポイントを作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

②ここを、 

クリック 

URL http://www.jpna.jp/ 

 

①ここを、クリック 
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《注意事項》 

 当協会の出前講座に該当しない場合 

ご自身で広報活動を行っていただくことも可能です。ただし、下記に該当する場合は、 

当協会のこころの健康出前講座に該当しませんのでご注意ください。 

＊ 会員・非会員施設等（病院）に出向いて、医療従事者を対象に講義・講演を行う場合。 

＊ 申込者から講師謝金等を受け取る場合。 

 

 費用・謝金について 

(1) 申込者から、講師料は受け取らないでください。 

(2) 交通費は、申込者より直接支払われますので、当日請求や支払い方法など申込者にご

確認ください。 

 

 講師登録について 

(1) 講師登録を済まされた方は、協会ホームページで公開します。 

(2) 講師登録をされても、地域によっては申込みの状況等から依頼がない場合もあります。 

(3) 氏名や住所、所属施設に変更が生じたときには、様式 7（登録変更届）を速やかに  

提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

本事業の詳細や手続きなどについてご不明な点がありましたら、こころの健康出前講座

事業担当者まで、お気軽にお問合せください。 

 

 

 【お問合せ先】 

 専用フリーダイヤル：0120-750-656  日精看 広報部担当者 
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《依頼者への連絡は迅速で丁寧に》 

 出前講座は「こころの健康の普及啓発活動」であるとともに、精神科の看護者が実施して

いるという点がひとつの特徴といえます。私たちの専門職がどれだけ優しさと熱意をもっ

て日々の看護業務に取り組んでいるのかを正しく認識してもらうためにも、スムーズな 

連絡調整に心がけてくださいね。 

 支部事務局からの依頼を受けた後は、数日中に依頼者へ連絡をしてください。 

「日本精神科看護協会から出前講座の講師の依頼を受けました、○○と申します。 

予定しています出前講座の企画についてお伺いしたいと思い、ご連絡いたしました」 

 

《企画構成は可視化しておく》 

 企画を実施するために最も時間を費やす作業が準備です。テーマを頂いているものの、ど

こに頂点をあてて、どのような方法で実施していくのか。講師の一番の悩みどころですよね。

企画構成は、いつでも内容の修正やイメージがもてるようにメモに残して可視化しておく

ことをお勧めします！ 

 

《社会人としてのマナー》 

私たち一人ひとりのマナーへの認識は、共通しているようで意外に違っていることも多

いのです。“人に優しい”言葉遣い、“清潔感のある”身だしなみ、“思いやりのある”表情

など、相手に配慮したマナーを心がけてください。また電話やメールのマナーも確認してお

きましょう。 

プレゼンの構成 プレゼン方法 留意点 

テーマ【ストレスマネジメント】 

導入（10分） 

・幸せホルモンセロトニンの話 

・ストレスは悪いものではない 

 

考え方と対処方法（20分） 

・良いものか、悪いものかは認知

の仕方次第 

体験してもらう（20分） 

 

 

 

講座のポイントをおさらい 

（10分） 

 

・生物学的な体の機能を紹介 

・PPTを使用して、インパクトのある

現実的問題や数字による問題提起

を行う 

・日常よく起きる考え方の錯覚を紹介

する。 

・認知行動療法考え方を解説 

・「最近イライラしたことはありまし

た？状況や気分を聞いて、その時の対

処方法の代替案をみんなで考える」 

 

 

・話題は誰でもわかる具体的なものを

用意する。 

・一方通行な話にならないよう、受講

者にも質問をし、その意見に共感を

示す。 

・提供している情報は正確に、スライ

ドは見やすさを重視し、わかりやす

く用いる。 

・最後に伝えたいことは、1つに絞る。

話し方に抑揚をつけ、ハッキリとし

た口調で！ 

・自分の話に関心を向けるのではな

く、参加者のニーズに関心を向ける 
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《プレゼンを行う講師に欠かせない大前提》 

以下のポイントをしっかりと意識していれば、間違いなく参加者に喜んでもらえる企画

になることでしょう。 

 

 

 

 

《講義中の視線や声や立ち位置を意識する》 

 自分の声に耳を傾ける 

はじめは声のトーンを落としてゆっくりと話はじめることで緊張を緩和できます。

話すスピードは伝えたいポイントで変化させるそして、抑揚をつけるとプレゼン全体

の物語が描けるようになります。 

 立ち位置や姿勢は話す内容よりも重要 

   丁寧な講義に心がけようとすると直立不動な姿勢になりやすいのですが、“直立不動

で微動だにしない”という状態は、緊張して余裕のない語り手を連想させてしまいます。

そこで、大切になってくるのが非言語的コミュニケ―ション（ジェスチャー）なのです。

といっても簡単なものでいいのです。手を差し伸べる、指で数を伝える、手を広げるな

どそれだけで、聞き手は話をより聞きやすくなるのです。 

 強調する点にはアクションを起こす 

話の中で強調する点が多いもの問題ですが、１５分～２０分に１度は強調するメッ

セージを盛り込みましょう。その時のポイントはスライドを手で触る、黒板をノックす

る、「ここが重要です」とお決まりフレーズを持っておくのも良い方法ですね（多様禁

止）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①対象に関心を向ける ②話す内容に興味を持つ ③話す自分自身が楽しむ 
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  こころの健康出前講座 実施記録 

№ 開催日 依頼者 
参加 
者数 タイトル 

１ 
  

名 

 

２ 
  

名 

 

３ 
  

名 

 

４ 
  

名 

 

５ 
  

名 

 

６ 
  

名 

 

７ 
  

名 

 

８ 
  

名 

 

９ 
  

名 

 

10 
  

名 
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チラシ（オモテ） 

 

 

日本精神科看護協会 「こころの健康出前講座」 
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様式 1 こころの健康出前講座申込用紙 ＊チラシ（うら） 
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様式 3 こころの健康出前講座への資料提供申し込みＦＡＸ 
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様式４-1 こころの健康出前講座講師情報 登録用紙 

当施設職員である上記の者は、日本精神科看護協会が認める「こころの健康出前講座」

の講師として登録し、協会ホームページに掲載することを承認いたします。 
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様式４-２ こころの健康出前講座 登録講師プロフィール 
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様式４-２ 別紙１ 

過去に実施したテーマ 

思春期のこころの健康 
うつ病にならないための対策・なったときの対

応・復職支援 

学童期のこころの発達と健康 精神疾患と精神科に関する特徴について 

自分も友達も大切にできたらいいね ストレスマネジメント～ストレスと精神疾患～ 

こころと体のバランス 
ストレスとうまく付き合い心の健康づくりに取り

組もう 

薬物乱用防止 管理者向け職場のメンタルヘルス 

薬物が及ぼす精神・身体の影響とは 働く人のこころを軽くするメンタルヘルス 

摂食障害を患う生徒の理解と支援 
睡眠について 睡前薬などのつきあい方 、よ

い眠りとは 

第二次性徴について 
より良い人間関係を築くためのコミュニケーショ

ンスキル 

こどものこころとからだの健康を知る 
精神疾患になってしまった従業員に対する接し

方 

中学生のこころとどう向き合うか 精神障がい者とその家族の支援 

不登校児童生徒の対応について 教職員の心身の健康保持増進 

こころの病気との付き合い方 
こころの発達と健康、子育て最中の保護者のこ

ころの健康 

心健やかに生きるコツ 上司のかかわり方・同僚のかかわり方 

身近な心の病を知ろう 怒りをコントロールする‐アンガーマネジメント‐ 

働く人のこころを軽くするメンタルヘルス 
「ゲートキーパーの役割」～うつ病や自殺のサ

インに気付く 

家族へのこころのケア 
認知症を支える人の現状と地域におけるサポ

ートの視点 

働く女性のメンタルヘルスなど 障害支援者への支援 

「青年期の人にとってのストレスと上手に付き合

う方法」 
支援者のメンタルヘルスのために 

身近な精神疾患を理解する 介護者のこころの健康 

「統合失調症・気分障害ってどんな病気？」 認知症の介護に活かす 

アルコール依存症について 「認知症の予防」～元気に過ごすために～ 

精神疾患の理解と精神疾患を持つ方への関わり

方について 
家族介護教室 

こころの発達と健康、子育て最中の保護者のここ

ろの健康 
高齢者を対象にした家族へのこころのケア 

こころの健康バランスを崩さないために 
リカバリーで就労支援～学んでみよう元気回復

行動プラン 

うつ病 日常生活であらわれやすいサイン 
災害～その時どうする？そして私たちにできる

こと 
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様式 5 講師謝金精算書・振込口座申請用 
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様式 6 こころの健康出前講座 実施報告書 
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様式 7 登録変更届 
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《全国に 500 名の講師が登録しています！》 

 全国 47 都道府県すべてに精神科看護のスペシャリストである看護師が在籍しています。

ストレス社会といわれる現代、こころの病にかかる人が増えています。また、こころの健康

のバランスを崩すきっかけは毎日の生活の中にあります。うつ病や認知症などの病気に関

する正しい知識をもつことは、こころの病を早く見つけて回復させる早道です。臨床現場で

の精神科看護実践は、一般の人たちの健康についても役立てることができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《出前講座で活用できる資料をご提供！》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《はじめての方へのサポート体制》 

 講座の企画内容に自信が持てない、依頼者との開催当日まで 

の連絡調整に不安があるなど、具体的なサポートを希望される 

方には、日精看の専門職が直接サポートします！ 

日本精神科看護協会 

参加者に配布する資料として 

無料でご提供します！ 
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